
  

様式第２号の１－②【⑴実務経験のある教員等による授業科目の配置】 
 
※専門学校は、この様式を用いること。大学・短期大学・高等専門学校は、様式第２号の１

－①を用いること。 
 

学校名 青森県ビューティー＆メディカル専門学校 

設置者名 学校法人木浪学園 

 

 

１．「実務経験のある教員等による授業科目」の数 

課程名 学科名 

夜間･

通信

制の

場合 

実務経験のあ

る教員等によ

る授業科目の

単位数又は授

業時数 

省令で定める

基準単位数又

は授業時数 

配

置

困

難 

衛生専門課程 理 容 科 
夜 ・

通信 
1,320時間 160時間  

衛生専門課程 美 容 科 
夜 ・

通信 
1,290時間 160時間  

衛生専門課程 ﾄｰﾀﾙﾋﾞｭｰﾃｨｰ科 
夜 ・

通信 
1,800時間 160時間  

商業実務専門課程 ﾒﾃﾞｨｶﾙﾋﾞｼﾞﾈｽ科 
夜 ・

通信 
1,320時間 160時間  

（備考） 

 

 

２．「実務経験のある教員等による授業科目」の一覧表の公表方法 

http://www.kinami.ac.jp/disclosure/ 

 

 

３．要件を満たすことが困難である学科 
学科名 

（困難である理由） 

 

  



  

様式第２号の２－①【⑵-①学外者である理事の複数配置】 
 
※ 国立大学法人・独立行政法人国立高等専門学校機構・公立大学法人・学校法人・準学校

法人は、この様式を用いること。これら以外の設置者は、様式第２号の２－②を用いる

こと。 
 

学校名 青森県ビューティー＆メディカル専門学校 

設置者名 学校法人木浪学園 

 

 

１．理事（役員）名簿の公表方法 

法人本部事務局据え置きとし、事前の請求があれば閲覧に応じる。 

 

 

２．学外者である理事の一覧表 

常勤・非常勤の別 前職又は現職 任期 
担当する職務内容 

や期待する役割 

非常勤 
メディカル関連他 

株式会社経営者 

2020.5.27 
～  

2024.5.26 

青森県内外に多業

種の会社を経営し

ており、インターン

シップの受け入れ

や卒業生の採用に

おいて協力を得て

いる。 

非常勤 
食品製造業 

株式会社経営者 

2020.5.27 

～  
2024.5.26 

地元企業の経営者

として、理事会にお

いて学校運営や人

材育成、企業連携に

関する助言を得て

いる。 

（備考） 

学外者である理事４名の内、２名を記載。 

 

  



  

様式第２号の３【⑶厳格かつ適正な成績管理の実施及び公表】 

 

学校名 青森県ビューティー＆メディカル専門学校 

設置者名 学校法人木浪学園 

 

 

○厳格かつ適正な成績管理の実施及び公表の概要 

１．授業科目について、授業の方法及び内容、到達目標、成績評価の方法

や基準その他の事項を記載した授業計画書(シラバス)を作成し、公表し

ていること。 
（授業計画書の作成・公表に係る取組の概要） 

 

各学科において、各科目の担当教員並びに講師の意見を基に、担当教員がシラバ

スを作成している。 

また、年度内に２回開催している教育課程編成委員会においても、カリキュラム

に対する意見を求め、シラバスの作成に反映させている。 

担当教員が作成したシラバスについて、教職員会議において精査し、学校長の承

認を得てシラバスを完成している。 

完成したシラバスに基づき学則変更等の必要な諸手続を完了した後、毎年４月に

ホームページにおいて更新している。 

授業計画書の公表方法 http://www.kinami.ac.jp/disclosure/ 

２．学修意欲の把握、試験やレポート、卒業論文などの適切な方法により、

学修成果を厳格かつ適正に評価して単位を与え、又は、履修を認定して

いること。 
（授業科目の学修成果の評価に係る取組の概要） 

 

日頃から学生一人一人の理解度を確認し、進級及び卒業に必要な単位がスムーズ

に修得できるよう指導している。 

また、単位修得に困難が生じないよう、毎年度４月（及び必要に応じて）に個人

面談を実施し、学修意欲の把握に努めている。 

学修の成果については、毎学期実施している期末試験において確認している。 

試験の結果が優れない場合は、補習授業や必要に応じて模擬試験などを個別に行

い、追試験に臨ませている。 

なお、在学中に卒業要件となっている資格取得が困難な場合においては、担当教

員等による補習授業や再試験の実施、又はレポート提出により、卒業要件である

資格試験合格と同等の技術及び知識を習得したことを厳格に確認した上で、単位

の修得を認めている。 



  

３．成績評価において、ＧＰＡ等の客観的な指標を設定し、公表するとと

もに、成績の分布状況の把握をはじめ、適切に実施していること。 
（客観的な指標の設定・公表及び成績評価の適切な実施に係る取組の概要） 

 

履修科目の成績評価は１００点満点で点数化している。 

期末試験を行わない科目については、以下のような基準を総合的に判断して採点

を行っている。  
 
（判定基準）作品の完成度、レポート等の提出状況、授業態度、出席状況など 

  

なお、科目によっては以下の３段階において採点を行ったものを数値化する場合

がある。 
 
（段階評価の内訳） Ａ･･･80～100点  Ｂ･･･60～79点  Ｃ･･･0～59点 

（段階評価の対象となる科目：抜粋） 

・理容科、美容科    特別教育活動 など 

・トータルビューティー科  総合技術 など 

・メディカルビジネス科   一般教養 など 

   

また、期末試験の結果に基づき、各学生の国家試験又は各種資格試験における合

格予測を判定し、結果を学生本人及び保護者に通知している。 

 

客観的な指標の 

算出方法の公表方法 
http://www.kinami.ac.jp/disclosure/ 

４．卒業の認定に関する方針を定め、公表するとともに、適切に実施して

いること。 
（卒業の認定方針の策定・公表・適切な実施に係る取組の概要） 

 

卒業の認定は、卒業判定会議資料に基づき、以下の要件を満たしている学生を対

象者とし、卒業判定会議において認定の可否を審議し、校長が決定している。 

（１）理容師法及び美容師法で定める標準授業単位数の８割以上を履修して

いる者、または８割に満たない場合でも欠課授業時間数と同等の補講を受

講し８割以上履修していると認められた者。ただし、特段の理由無き欠課

については補講を認めない。 

（２）各学期末試験において教科ごとの点数が１００点満点中６０点以上で

ある者、または６０点に満たない場合でも追試験において１００点満点中

６０点を満たしている者。ただし、追試験でも６０点を満たさない場合は、

その教科において１００点満点中６０点を合格点とし、それと同等の知

識・技術を習得していると認められるまで再試験または補習を行う。なお、

再試験や補習を行っても知識・技術の習得が認められない者には卒業を認

めない。 

なお、トータルビューティー科については、前述の要件と併せて以下の資格取得

を卒業認定の要件としている。 

ただし、在学中に以下の資格が取得できなかった場合は、当該科目を担当する教

員等において補習授業や再試験の実施、又はレポート提出により、卒業要件であ

る資格試験合格と同等の技術及び知識を習得したことを厳格に確認した上で、改

めて卒業判定会議を実施し、認定の可否を審議し、校長が決定する。 

 

 



  

 

エステティック 日本エステティック協会 
認定フェイシャルエステティシャン試験合格 

認定ボディエステティシャン試験合格 

ネ イ ル 
日本ネイリスト協会 

ジェルネイル技能検定初級合格 

ネ イ ル サ ロ ン 衛 生 管 理 士 合 格 

日本ネイリスト検定試験センター ネイリスト技能検定試験３級合格 

メ イ ク ＪＭＡ 
日本メイクアップ技術検定試験３級合格 

         〃        ２級合格 

ブ ラ イ ダ ル 全日本ブライダル協会 ﾌﾞﾗｲﾀﾞﾙﾋﾞｭｰﾃｨｰﾌﾟﾗﾝﾅｰｼﾞｭﾆｱﾗｲｾﾝｽ合格 

卒業の認定に関する 

方針の公表方法 
http://www.kinami.ac.jp/disclosure/ 

 

  



  

様式第２号の４－②【⑷財務・経営情報の公表（専門学校）】 
 
※専門学校は、この様式を用いること。大学・短期大学・高等専門学校は、様式第２号の４

－①を用いること。 
学校名 青森県ビューティー＆メディカル専門学校 

設置者名 学校法人木浪学園 

 

１．財務諸表等 
財務諸表等 公表方法 

貸借対照表 
法人本部事務局据え置きとし、事前の請求

があれば閲覧に応じる。 

収支計算書又は損益計算書 同 上 

財産目録 同 上 

事業報告書 同 上 

監事による監査報告（書） 同 上 
 

２．教育活動に係る情報 

①学科等の情報 
  

分野 課程名 学科名 専門士 高度専門士 

衛生分野 衛生専門課程 理容科 ○  

修業 

年限 
昼夜 

全課程の修了に必要な総

授業時数又は総単位数 

開設している授業の種類 

講義 演習 実習 実験 実技 

２年 昼 
２，０１０時間 

（６７単位） 

単位時間／単位 

510 
単位時間

/単位 

330 
単位時間

/単位 
単位時間

/単位 
単位時間

/単位 

1,170
単位時間

/単位 

2,010単位時間 

生徒総定員数 生徒実員 うち留学生数 専任教員数 兼任教員数 総教員数 

７０人 ５人 ０人 ６人 １４人 ２０人 

 
カリキュラム（授業方法及び内容、年間の授業計画） 

（概要） 

各学科において、各科目の担当教員並びに講師の意見を基に、担当教員がシラ

バスを作成している。 

また、年度内に２回開催している教育課程編成委員会においても、カリキュラ

ムに対する意見を求め、シラバスの作成に反映させている。 

担当教員が作成したシラバスについて、教職員会議において精査し、学校長の

承認を得てシラバスを完成している。 

完成したシラバスに基づき学則変更等の必要な諸手続を完了した後、毎年４月

にホームページにおいて更新している。 

成績評価の基準・方法 

（概要） 

履修科目の成績評価は１００点満点で点数化している。 

期末試験を行わない科目については、以下のような基準を総合的に判断して採

点を行っている。  
 
（判定基準）作品の完成度、レポート等の提出状況、授業態度、出席状況など 



  

  

なお、科目によっては以下の３段階において採点を行ったものを数値化する場

合がある。 
 
（段階評価の内訳） Ａ･･･80～100点  Ｂ･･･60～79点  Ｃ･･･0～59点 

（段階評価の対象となる科目：抜粋） 

・理容科、美容科    特別教育活動 など 

・トータルビューティー科  総合技術 など 

・メディカルビジネス科   一般教養 など 

   

また、期末試験の結果に基づき、各学生の国家試験又は各種資格試験における

合格予測を判定し、結果を学生本人及び保護者に通知している。 

卒業・進級の認定基準 

（概要） 

進級及び卒業の認定は、進級及び卒業判定会議資料に基づき、以下の要件を満

たしている学生を対象者とし、進級及び卒業判定会議において認定の可否を審

議し、校長が決定している。 

（１）理容師法及び美容師法で定める標準授業単位数の８割以上を履修して

いる者、または８割に満たない場合でも欠課授業時間数と同等の補講を

受講し８割以上履修していると認められた者。ただし、特段の理由無き

欠課については補講を認めない。 

（２）各学期末試験において教科ごとの点数が１００点満点中６０点以上で

ある者、または６０点に満たない場合でも追試験において１００点満点

中６０点を満たしている者。ただし、追試験でも６０点を満たさない場

合は、その教科において１００点満点中６０点を合格点とし、それと同

等の知識・技術を習得していると認められるまで再試験または補習を行

う。なお、再試験や補習を行っても知識・技術の習得が認められない者

には卒業を認めない。 

学修支援等 

（概要） 

・授業態度や個人面談等において学修に困難がないかを確認し、スムーズに単位

が修得できるよう的確な助言と技術指導を行う 

・補習授業や模擬試験、再試験を実施し、単位修得または単位修得と同等の技術及

び知識の習得を支援する 

 

卒業者数、進学者数、就職者数（直近の年度の状況を記載） 

  

卒業者数 進学者数 
就職者数 

（自営業を含む。） 
その他 

 １人 

（100％） 

０人 

（  0％） 

１人 

（100％） 

０人 

（  0％） 

（主な就職、業界等） 

理容院 

（就職指導内容） 

インターンシップによる職場体験、職場見学、求人票の見方、履歴書の書き方、 

電話応対、面接指導 



  

（主な学修成果（資格・検定等） 

・理容師国家試験受験資格 

・日本理美容福祉協会 准福祉理美容士資格（希望者のみ） 

・日本ネイリスト協会 ジェルネイル技能検定試験初級（希望者のみ） 

・日本化粧品検定協会 日本化粧品検定２級資格（希望者のみ） 

（備考）（任意記載事項） 

 

中途退学の現状 

年度当初在学者数 年度の途中における退学者の数 中退率 

  ２人 ０人  ０％ 

（中途退学の主な理由） 

  

（中退防止・中退者支援のための取組） 

個人面談等において本人の意志を確認し、問題の解決に努めている。 

中途退学の理由が金銭的理由の場合を除き、保護者を交えて退学後の進路について

話し合いの場を設け、支援に取り組んでいる。 

 

 

分野 課程名 学科名 専門士 高度専門士 

衛生分野 衛生専門課程 美容科 ○  

修業 

年限 
昼夜 

全課程の修了に必要な総

授業時数又は総単位数 

開設している授業の種類 

講義 演習 実習 実験 実技 

２年 昼 
２，０１０時間 

（６７単位） 

単位時間／単位 

510 
単位時間

/単位 

330 
単位時間

/単位 
単位時間

/単位 
単位時間

/単位 

1,170
単位時間

/単位 

2,010単位時間 

生徒総定員数 生徒実員 うち留学生数 専任教員数 兼任教員数 総教員数 

１４０人 ６２人 ０人 ５人 １５人 ２０人 

 
カリキュラム（授業方法及び内容、年間の授業計画） 

（概要） 

各学科において、各科目の担当教員並びに講師の意見を基に、担当教員がシラ

バスを作成している。 

また、年度内に２回開催している教育課程編成委員会においても、カリキュラ

ムに対する意見を求め、シラバスの作成に反映させている。 

担当教員が作成したシラバスについて、教職員会議において精査し、学校長の

承認を得てシラバスを完成している。 

完成したシラバスに基づき学則変更等の必要な諸手続を完了した後、毎年４月

にホームページにおいて更新している。 

成績評価の基準・方法 

（概要） 

履修科目の成績評価は１００点満点で点数化している。 

期末試験を行わない科目については、以下のような基準を総合的に判断して採

点を行っている。  
 



  

（判定基準）作品の完成度、レポート等の提出状況、授業態度、出席状況など 

  

なお、科目によっては以下の３段階において採点を行ったものを数値化する場

合がある。 
 
（段階評価の内訳） Ａ･･･80～100点  Ｂ･･･60～79点  Ｃ･･･0～59点 

（段階評価の対象となる科目：抜粋） 

・理容科、美容科    特別教育活動 など 

・トータルビューティー科  総合技術 など 

・メディカルビジネス科   一般教養 など 

   

また、期末試験の結果に基づき、各学生の国家試験又は各種資格試験における

合格予測を判定し、結果を学生本人及び保護者に通知している。 

卒業・進級の認定基準 

（概要） 

進級及び卒業の認定は、進級及び卒業判定会議資料に基づき、以下の要件を満

たしている学生を対象者とし、進級及び卒業判定会議において認定の可否を審

議し、校長が決定している。 

（１）理容師法及び美容師法で定める標準授業単位数の８割以上を履修して

いる者、または８割に満たない場合でも欠課授業時間数と同等の補講を

受講し８割以上履修していると認められた者。ただし、特段の理由無き

欠課については補講を認めない。 

（２）各学期末試験において教科ごとの点数が１００点満点中６０点以上で 

ある者、または６０点に満たない場合でも追試験において１００点満点中

６０点を満たしている者。ただし、追試験でも６０点を満たさない場合は、

その教科において１００点満点中６０点を合格点とし、それと同等の知

識・技術を習得していると認められるまで再試験または補習を行う。なお、

再試験や補習を行っても知識・技術の習得が認められない者には卒業を認

めない。 

 

学修支援等 

（概要） 

・授業態度や個人面談等において学修に困難がないかを確認し、スムーズに単位

が修得できるよう的確な助言と技術指導を行う 

・補習授業や模擬試験、再試験を実施し、単位修得または単位修得と同等の技術及

び知識の習得を支援する 

 

卒業者数、進学者数、就職者数（直近の年度の状況を記載） 

  

卒業者数 進学者数 
就職者数 

（自営業を含む。） 
その他 

 ３６人 

（100％） 

０人 

（ 0％） 

３６人 

（100％） 

０人 

（0％） 

（主な就職、業界等） 

美容院、まつ毛エクステンションサロン 

（就職指導内容） 

インターンシップによる職場体験、職場見学、求人票の見方、履歴書の書き方、 

電話応対、面接指導 



  

（主な学修成果（資格・検定等）） 

・美容師国家試験受験資格 

・日本理美容福祉協会 准福祉理美容士資格（希望者のみ） 

・日本ネイリスト協会 ジェルネイル技能検定試験初級（希望者のみ） 

・日本化粧品検定協会 日本化粧品検定２級資格（希望者のみ） 

（備考）（任意記載事項） 

 
中途退学の現状 

年度当初在学者数 年度の途中における退学者の数 中退率 

７１人 １人  １．４％ 

（中途退学の主な理由） 

 健康問題 

（中退防止・中退者支援のための取組） 

個人面談等において本人の意志を確認し、問題の解決に努めている。 

中途退学の理由が金銭的理由の場合を除き、保護者を交えて退学後の進路について

話し合いの場を設け、支援に取り組んでいる。 

 

 
分野 課程名 学科名 専門士 高度専門士 

衛生 昼間課程 トータルビューティー科 〇  

修業 

年限 
昼夜 

全課程の修了に必要な総

授業時数又は総単位数 

開設している授業の種類 

講義 演習 実習 実験 実技 

２年 昼 
１，８００時間 

（６０単位） 

単位時間／単位 

480 
単位時間

/単位 

180 
単位時間

/単位 

1,050 
単位時間

/単位 
単位時間

/単位 

90 
単位時間

/単位 

1,800単位時間 

生徒総定員数 生徒実員 うち留学生数 専任教員数 兼任教員数 総教員数 

８０人 ３１人 ０人 ６人 １４人 ２０人 

 
カリキュラム（授業方法及び内容、年間の授業計画） 

（概要） 

各学科において、各科目の担当教員並びに講師の意見を基に、担当教員がシラ

バスを作成している。 

また、年度内に２回開催している教育課程編成委員会においても、カリキュラ

ムに対する意見を求め、シラバスの作成に反映させている。 

担当教員が作成したシラバスについて、教職員会議において精査し、学校長の

承認を得てシラバスを完成している。 

完成したシラバスに基づき学則変更等の必要な諸手続を完了した後、毎年４月

にホームページにおいて更新している。 

成績評価の基準・方法 

（概要） 

履修科目の成績評価は１００点満点で点数化している。 

期末試験を行わない科目については、以下のような基準を総合的に判断して採

点を行っている。  



  

 
（判定基準）作品の完成度、レポート等の提出状況、授業態度、出席状況など 

  

なお、科目によっては以下の３段階において採点を行ったものを数値化する場

合がある。 
 
（段階評価の内訳） Ａ･･･80～100点  Ｂ･･･60～79点  Ｃ･･･0～59点 

（段階評価の対象となる科目：抜粋） 

・理容科、美容科    特別教育活動 など 

・トータルビューティー科  総合技術 など 

・メディカルビジネス科   一般教養 など 

   

また、期末試験の結果に基づき、各学生の国家試験又は各種資格試験における

合格予測を判定し、結果を学生本人及び保護者に通知している。 

卒業・進級の認定基準 

（概要） 

進級及び卒業の認定は、進級及び卒業判定会議資料に基づき、以下の要件を満

たしている学生を対象者とし、進級及び卒業判定会議において認定の可否を審

議し、校長が決定している。 

（１）理容師法及び美容師法で定める標準授業単位数の８割以上を履修して

いる者、または８割に満たない場合でも欠課授業時間数と同等の補講を

受講し８割以上履修していると認められた者。ただし、特段の理由無き

欠課については補講を認めない。 

（２）各学期末試験において教科ごとの点数が１００点満点中６０点以上で 

ある者、または６０点に満たない場合でも追試験において１００点満点中

６０点を満たしている者。ただし、追試験でも６０点を満たさない場合は、

その教科において１００点満点中６０点を合格点とし、それと同等の知

識・技術を習得していると認められるまで再試験または補習を行う。なお、

再試験や補習を行っても知識・技術の習得が認められない者には卒業を認

めない。 

なお、トータルビューティー科については、前述の要件と併せて以下の資格取

得を卒業認定の要件としている。 

ただし、在学中に以下の資格が取得できなかった場合は、当該科目を担当する

教員等において補習授業や再試験の実施、又はレポート提出により、卒業要件

である資格試験合格と同等の技術及び知識を習得したことを厳格に確認した上

で、改めて卒業判定会議を実施し、認定の可否を審議し、校長が決定する。 
 

エステティック 日本エステティック協会 
認定フェイシャルエステティシャン試験合格 

認定ボディエステティシャン試験合格 

ネ イ ル 
日本ネイリスト協会 

ジェルネイル技能検定初級合格 

ネ イ ル サ ロ ン 衛 生 管 理 士 合 格 

日本ネイリスト検定試験センター ネイリスト技能検定試験３級合格 

メ イ ク ＪＭＡ 
日本メイクアップ技術検定試験３級合格 

         〃        ２級合格 

ブ ラ イ ダ ル 全日本ブライダル協会 ﾌﾞﾗｲﾀﾞﾙﾋﾞｭｰﾃｨｰﾌﾟﾗﾝﾅｰｼﾞｭﾆｱﾗｲｾﾝｽ合格 

   
 

 



  

学修支援等 

（概要） 

・授業態度や個人面談等において学修に困難がないかを確認し、スムーズに単位

が修得できるよう的確な助言と技術指導を行う 

・補習授業や模擬試験、再試験を実施し、単位修得または単位修得と同等の技術及

び知識の習得を支援する 

 
卒業者数、進学者数、就職者数（直近の年度の状況を記載） 

  

卒業者数 進学者数 
就職者数 

（自営業を含む。） 
その他 

 １０人 

（100％） 

０人 

（0％） 

８人 

（80％） 

２人 

（20％） 

（主な就職、業界等） 

エステティックサロン、ネイルサロン、ブライダルサロン、化粧品メーカー 

（就職指導内容） 

インターンシップによる職場体験、職場見学、求人票の見方、履歴書の書き方、 

電話応対、マナー講習、適性検査、面接指導 

（主な学修成果（資格・検定等）） 

・日本エステティック協会 認定フェイシャルエステティシャン、認定ボディティシャン 

・     〃      認定エステティシャン（希望者のみ） 

・日本ネイリスト協会 ネイルサロン衛生管理士 

・    〃     ジェルネイル技能検定試験初級 

・    〃     ジェルネイル技能検定試験中級～上級（希望者のみ） 

・日本ネイリスト検定試験センター ネイリスト技能検定試験３級 

・日本メイクアップ技術検定協会 日本メイクアップ技術検定試験３級、２級 

・全日本ブライダル協会 ブライダルビューティープランナー 

ジュニアライセンス検定 

（備考）（任意記載事項） 

 
中途退学の現状 

年度当初在学者数 年度の途中における退学者の数 中退率 

２６人 ５人 １９．２％ 

（中途退学の主な理由） 

進路変更 

（中退防止・中退者支援のための取組） 

個人面談等において本人の意志を確認し、問題の解決に努めている。 

中途退学の理由が金銭的理由の場合を除き、保護者を交えて退学後の進路について話

し合いの場を設け、支援に取り組んでいる。 

 

 

 



  

分野 課程名 学科名 専門士 高度専門士 

商業実務分野 
商業実務専門

課程 
メディカルビジネス科 〇  

修業 

年限 
昼夜 

全課程の修了に必要な総

授業時数又は総単位数 

開設している授業の種類 

講義 演習 実習 実験 実技 

２年 昼 
１，８００時間 

（６０単位） 

単位時間／単位 

1,260
単位時間

/単位 

540 
単位時間

/単位 

 
単位時間

/単位 
単位時間

/単位 
単位時間

/単位 

1,800単位時間 

生徒総定員数 生徒実員 うち留学生数 専任教員数 兼任教員数 総教員数 

８０人 ２７人 ０人 ６人 １５人 ２１人 
 

カリキュラム（授業方法及び内容、年間の授業計画） 

（概要） 

各学科において、各科目の担当教員並びに講師の意見を基に、担当教員がシラ

バスを作成している。 

また、年度内に２回開催している教育課程編成委員会においても、カリキュラ

ムに対する意見を求め、シラバスの作成に反映させている。 

担当教員が作成したシラバスについて、教職員会議において精査し、学校長の

承認を得てシラバスを完成している。 

完成したシラバスに基づき学則変更等の必要な諸手続を完了した後、毎年４月

にホームページにおいて更新している。 

成績評価の基準・方法 

（概要） 

履修科目の成績評価は１００点満点で点数化している。 

期末試験を行わない科目については、以下のような基準を総合的に判断して採

点を行っている。  
 
（判定基準）作品の完成度、レポート等の提出状況、授業態度、出席状況など 

  

なお、科目によっては以下の３段階において採点を行ったものを数値化する場

合がある。 
 
（段階評価の内訳） Ａ･･･80～100点  Ｂ･･･60～79点  Ｃ･･･0～59点 

（段階評価の対象となる科目：抜粋） 

・理容科、美容科    特別教育活動 など 

・トータルビューティー科  総合技術 など 

・メディカルビジネス科   一般教養 など 

   

また、期末試験の結果に基づき、各学生の国家試験又は各種資格試験における

合格予測を判定し、結果を学生本人及び保護者に通知している。 

卒業・進級の認定基準 

（概要） 

進級及び卒業の認定は、進級及び卒業判定会議資料に基づき、以下の要件を満

たしている学生を対象者とし、進級及び卒業判定会議において認定の可否を審

議し、校長が決定している。 

（１）理容師法及び美容師法で定める標準授業単位数の８割以上を履修して

いる者、または８割に満たない場合でも欠課授業時間数と同等の補講を

受講し８割以上履修していると認められた者。ただし、特段の理由無き



  

欠課については補講を認めない。 

（２）各学期末試験において教科ごとの点数が１００点満点中６０点以上で 

ある者、または６０点に満たない場合でも追試験において１００点満点中

６０点を満たしている者。ただし、追試験でも６０点を満たさない場合は、

その教科において１００点満点中６０点を合格点とし、それと同等の知

識・技術を習得していると認められるまで再試験または補習を行う。なお、

再試験や補習を行っても知識・技術の習得が認められない者には卒業を認

めない。 

学修支援等 

（概要） 

・授業態度や個人面談等において学修に困難がないかを確認し、スムーズに単位

が修得できるよう的確な助言と技術指導を行う 

・補習授業や模擬試験、再試験を実施し、単位修得または単位修得と同等の技術及

び知識の習得を支援する 

 
卒業者数、進学者数、就職者数（直近の年度の状況を記載） 

  

卒業者数 進学者数 
就職者数 

（自営業を含む。） 
その他 

 １２人 

（100％） 

０人 

（  ％） 

１２人 

（  100％） 

０人 

（  ％） 

（主な就職、業界等）  

病院、調剤薬局、ドラッグストア、化粧品メーカー 等 

（就職指導内容） 

インターンシップによる職場体験、職場見学、求人票の見方、履歴書の書き方、 

電話応対、面接指導 

（主な学修成果（資格・検定等）） 

 ・医薬品登録販売者  ・医療事務技能審査試験（ﾒﾃﾞｨｶﾙｸﾗｰｸ）  

・医療事務作業補助技能認定試験（ﾄﾞｸﾀｰｽﾞｸﾗｰｸ）  ・調剤報酬請求事務技能認定 

・ﾒﾃﾞｨｶﾙ･ﾌﾛﾝﾄ･ｺﾝﾝｼｪﾙｼﾞｭ技能認定  ・医事ｵﾍﾟﾚｰﾀ技能認定試験（ﾒﾃﾞｨｶﾙｵﾍﾟﾚｰﾀ） 

・ﾏｲｸﾛｿﾌﾄｵﾌｨｽｽﾍﾟｼｬﾘｽﾄ認定資格〈ｴｸｾﾙ・ﾜｰﾄﾞ〉  ・薬学検定 3級 

・ｱﾛﾏﾃﾗﾋﾟｰ検定 2級  ・ﾒﾝﾀﾙﾍｽﾙ・ﾏﾈｼﾞﾒﾝﾄ検定Ⅲ種ｾﾙﾌｹｱｺｰｽ 

・日本化粧品検定 2級  ・化粧品総括製造販売責任者資格 

（備考）（任意記載事項） 

 
中途退学の現状 

年度当初在学者数 年度の途中における退学者の数 中退率 

  ２６人 １人  ３．８％ 

（中途退学の主な理由） 

 

（中退防止・中退者支援のための取組） 

個人面談等において本人の意志を確認し、問題の解決に努めている。 

中途退学の理由が金銭的理由の場合を除き、保護者を交えて退学後の進路について



  

話し合いの場を設け、支援に取り組んでいる。 

 

 

②学校単位の情報 

ａ）「生徒納付金」等 

学科名 入学金 
授業料 

（年間） 
その他 備考（任意記載事項） 

理 容 科 50,000円 435,600円 269,600円 

施設費（入学時のみ）50,000円 

実習費（年間）  177,600円 

施設維持費（年間）42,000円 

美 容 科 50,000円 435,600円 269,600円 

施設費（入学時のみ）50,000円 

実習費（年間）  177,600円 

施設維持費（年間）42,000円 

ﾄｰﾀﾙﾋﾞｭｰﾃｨｰ科 50,000円 450,000円 320,000円 

施設費（入学時のみ）50,000円 

実習費（年間）  177,600円 

施設維持費（年間）42,000円 

特別実習費（年間）50,400円 

ﾒﾃﾞｨｶﾙﾋﾞｼﾞﾈｽ科 50,000円 465,600円 264,800円 

施設費（入学時のみ）50,000円 

実習費（年間）  172,800円 

施設維持費（年間）42,000円 

修学支援（任意記載事項） 

制度名称：「学校法人木浪学園赤十字ボランティア特待生制度」 

内  容：入学時に当該制度に応募した学生の中から、１年次在学中にボランティア活

動に積極的に参加する等、他の模範となった学生（５名程度）に対し、２年

次前期の学納金より上限５万円の減免を実施している。 

 

 

ｂ）学校評価 
自己評価結果の公表方法 

（ホームページアドレス又は刊行物等の名称及び入手方法） 

http://www.kinami.ac.jp/disclosure/ 

学校関係者評価の基本方針（実施方法・体制） 

「専修学校における学校評価ガイドライン」に基づき、本校で定める定数４名の委員

を幅広い分野（関係業界・地域住民・卒業生・保護者・高等学校、他）から選定し、学

校関係者評価委員会を設置している。 

年度内に２回、学校関係者評価委員会を実施し、以下の項目について意見を求め、翌

年度の教育活動及び学校運営に反映させている。 
 
(1)教育理念･目標 (2)学校運営 (3)教育活動 (4)学習成果 (5)学生支援 

(6)教育環境 (7)学生募集 (8)財務 (9)法令などの遵守 (10)社会貢献･地域貢献 

学校関係者評価の委員 



  

所属 任期 種別 

高等学校 2020.4.1～2022.3.31 中学校・高等学校等 

ボランティア団体 2020.4.1～2022.3.31 地域住民、関係業界 

理容院 2020.4.1～2022.3.31 
卒業生、保護者、 

関係業界 

美容院 2020.4.1～2022.3.31 関係業界 

学校関係者評価結果の公表方法 

（ホームページアドレス又は刊行物等の名称及び入手方法） 

http://www.kinami.ac.jp/disclosure/ 

第三者による学校評価（任意記載事項） 

 

 

 

ｃ）当該学校に係る情報 
（ホームページアドレス又は刊行物等の名称及び入手方法） 

http://www.kinami.ac.jp/ 

 


